
 写真

「富山市の身近な自然調査 2012-2016」調査のポイント 富山市科学博物館

「ニホンジカはどのくらい入って来ている？」 

明治時代には、富山県にもニホンジカはいたようですが、その後ほとんど生息していませんでした。

しかし最近、全国的に数が増え、県内でも時々見かけられるようになりました。 

今後さらに増えていく可能性があります。 

昔から富山の山地にいるカモシカは姿がよく似ているので注意してください。 

 ニホンジカの特徴ンジカ  の特徴の特徴

 

オスにだけある角は、
早春に落ちて、生えか
わる。
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まちがえやすいカモシカの特徴 
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撮影してください。周辺の様子も撮影してください。 

● ニホンジカの特徴である白いお尻が確認できる「

● ニホンジカと判別できない場合でも、写真を送って

● 写真とともに確認した年月日と場所を報告し

 

後ろ姿の写真」や「落ちている角
つの

の写真」のみ

● 道路の近くを歩いていたり、山中でみかけたら、あまり近づかずデジカメや携帯電話のズーム機能を使って

でもOK！ 

いただければ鑑定いたします。 

てください。 

オス・メス共に年中短く

とがった角がある。


